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環境

当社グループは、循環型社会形成に向け環境に配慮した製品の購入・工事への取り組みを推進し、廃棄物の再資源化に取り組んでいます。 
2024年度は、廃棄物発生量は減少したものの石炭灰有効利用率の低下により、廃棄物の再資源化率※は、 95.2％となりました。

廃棄物の3Rの推進

プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律等に基づき、目標を定め、排出抑制や再資源化等に取り組んでいます。

プラスチック資源循環対策

◆可能な限り排出を抑制
◆可能な限り再資源化等※1へシフト
※1 再資源化（マテリアルリサイクル、ケミカルリサイクル）
　および熱回収。
（注）目標は、中国電力および中国電力ネットワークが対象。

※石炭灰は有効利用量を含む

2024年度実績プラスチック使用製品産業廃棄物等の
排出の抑制および再資源化等に関する目標

取り組み例
・PR品に再利用
 プラスチックや
 紙素材を採用
・梱包材を紙に
 変更 など

再利用プラスチックを採用したPR品

中国電力

排出量 110t

74t

67%

396t

265t

67%再資源化等率

うち再資源化等を
行った量

中国電力
ネットワーク

循環型社会形成の推進
Ⅱ
　　廃棄物の発生抑制
 (リデュース)を第一に、
 再使用(リユース)、
 再生利用(リサイクル)による
 ３Ｒの推進

 石炭灰を原料とする製品など
 廃棄物有効活用分野での
 先進的な技術開発および
 お客さまへの製品提供

 プラスチック資源
 循環対策として、
 再生可能資源への
 代替などを促進

廃棄物処理・
再資源化の流れ

ＩＮ ＯＵＴ
廃棄物発生量
87.3万t

再資源化量
83.1万t

処分量4.2万t

リユース
●がいし ●ケーブルドラム
●保温材 ●コンクリート柱
●電力量計 など

リサイクル(グループ内で製品開発)
●石炭灰（建設資材、土木材料）
●金属くず（高圧クランプカバー） など

リデュース
●機器の長寿命化  ●貯蔵品の適正管理  ●梱包の簡素化 など

資材
燃料

●石炭灰（セメント原料、土地造成など）
●石膏（石膏ボードなど）
●廃コンクリート柱
　（道路路盤材、再生コンクリート柱など）
●金属くず（金属）
●重原油灰（助燃剤） など

●石炭灰の一部
●建設廃材の一部
●廃プラスチックの一部 など

リサイクル
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廃棄物発生量・再資源化率の推移
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当社は、地元の事業者と連携し、自治体等の協力も得ながら、
太陽光パネルのリユース・リサイクルを推進することにより、太
陽光発電が、電源・資
源として繰り返し活用
される持続可能なエネ
ルギーとなるよう、循
環型社会の形成にチャ
レンジしていきます。

太陽光パネルのリユース・リサイクルTOPICS

廃棄パネルの収集・運搬、リサイクル処理

発電所の設計・
施工、保守管理

ビジネスモデルの設計・構築
地域での枠組みの構築
発電電力の供給

 プラスチックや

再利用プラスチックを採用したPR品

経営データ価値創造に向けた経営戦略 事業活動を通じた価値創造 価値創造を支える基盤コンテンツ 中国電力グループについて 社長メッセージ
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